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平
成
31
年
度

事
業
計
画
お
よ
び

予
算

３
月
27
日
に
評
議
員
会
を
開
催

し
、平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
な
ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
か
ら
は
、第
２
次
地

域
福
祉
活
動
計
画
を
本
市
社
協
の
地

域
福
祉
活
動
の
羅
針
盤
と
し
て
、各

種
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
に

お
い
て
、被
災
者
支
援
を
行
う
た
め

開
設
し
た「
高
梁
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
を
通
し
た

課
題
な
ど
を
整
理
し
、災
害
に
強
い

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

相
談
支
援
課
を
創
設
し
、生
活

困
窮
者
や
高
齢
者
な
ど
に
係
る

相
談
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実・強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予算の概要 社会福祉事業　583,332千円

公益事業　108,815千円

歳 入 歳 出

介護保険事業収入
180,790千円
（31.0%） 介護保険事業

217,608千円
（37.3%）

法人運営事業
180,319千円
（30.9%） 

運営資金借入金収入等
53,240千円
（9.1%） 

運営資金借入金収入等
53,240千円
（9.1%） 

区分間繰入金収入
32,665千円
（5.6%） 

区分間繰入金収入
32,665千円
（5.6%） 

受託金収入
121,043千円
（20.8%）

在宅福祉サービス事業
133,119千円
（22.8%）

介護保険事業収入
180,790千円
（31.0%） 介護保険事業

217,608千円
（37.3%）

経常経費補助金収入
126,652千円
（21.7%） 

経常経費補助金収入
126,652千円
（21.7%） 

法人運営事業
180,319千円
（30.9%） 

受託金収入
121,043千円
（20.8%）

在宅福祉サービス事業
133,119千円
（22.8%）

事業収入22,001千円（3.8%）
前期未支払資金残高15,440千円（2.6%）
寄附金収入10,461千円（1.8%）
会費収入9,726千円（1.7%）
共同募金配分金収入5,475千円（0.9%）
その他5,839千円（1.0%）　

地域福祉活動事業 25,033千円（4.3%）
権利擁護事業 25,008千円（4.3%）
企画広報事業 2,245千円（0.4%）

※会費収入内訳
○社会福祉協議会
　賛助会員会費収入…9,326千円
○福祉移送サービス
　会員会費収入…………400千円
※その他内訳
○障害福祉サービス等事業収入…2,797千円
○負担金等収入……………………3,042千円

○シルバー人材センター…90,181千円
○総合福祉センター………18,634千円

賛助会員会費350千円 賛助会員会費361千円
災害見舞金の支給 障害者団体活動支援、子育て支援事業（子育てサロン）

［主な事業］［主な事業］

災 害 福 祉 事 業 障がい児・ひとり親・児童福祉事業

寄附金2,245千円
広報紙の発行、ホームページの更新など

［主な事業］［主な事業］
賛助会員会費1,011千円　寄附金296千円
ふれあい福祉講座・福祉座談会の開催、地域福祉活動
計画の推進

企 画 広 報 事 業 福 祉 活 動 推 進 事 業

賛助会員会費2,429千円　寄附金1,086千円 賛助会員会費182千円　寄附金838千円

敬老会への助成、敬老祝い品贈呈事業（米寿祝いの肖像
写真贈呈）

学童、生徒のボランティア活動普及事業、福祉出前講座
の開催、ボランティア研修会・夏のボランティア体験事
業の実施、災害ボランティアセンター事業（新規事業）

［主な事業］
［主な事業］

敬 老 事 業 ボランティアセンター活動事業

賛助会員会費201千円　寄附金5,596千円 賛助会員会費4,789千円　寄附金304千円

福祉委員活動の支援
各地区社会福祉協議会の活動支援

ふれあいサロンへの助成など
［主な事業］［主な事業］

ふれあいのまちづくり事業 福 祉 活 動 助 成 事 業

平成31年度　賛助会員会費および
寄附金を財源とした主な事業

事務局

総
　務
　課

地
域
福
祉
課

相
談
支
援
課

介
護
保
険
課

有
漢
支
所

成
羽
支
所

川
上
支
所

備
中
支
所

創
設

相
談
支
援
課
の
主
な
担
当
業
務

平
成
31
年
４
月

機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た

○
ふ
れ
あ
い
相
談
支
援
事
業
に
関
す

　る
こ
と

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
関
す

　る
こ
と

○
高
梁
市
生
活
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

　セ
ン
タ
ー 

に
関
す
る
こ
と

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
に
関
す

　る
こ
と
　な
ど
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第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定

　
本
会
で
は
、第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
完
了
に
伴
い
、こ
の
度
、第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画（
期
間
：
平
成
31
年
度
〜
平
成
35
年
度
）で
は
、第
１
次
の
基
本
理
念
を
踏
襲
し
、４
つ
の
項
目
に
整
理
し
た
福
祉

課
題
の
解
決
に
向
け
、新
た
な
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

『みんなでつくる　いきいきと暮らせる　愛のまち　たかはし』
～ ささえあい・たすけあいのまちづくり ～

❶
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
づ
く
り

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

■
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

■
高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

■
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
　な
ど

❷
手
と
手
を
つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り 

■
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業 

■
敬
老
事
業

■
福
祉
委
員
活
動
支
援

■
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
支
援
　な
ど

❸
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り 

■
高
梁
市
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

■
高
梁
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

■
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

■
高
梁
市
生
活
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　な
ど

❹
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

 

■
企
画
広
報
事
業

■
福
祉
功
労
表
彰

■
賛
助
会
員
制
度
　な
ど

基本理念基本理念
『みんなでつくる　いきいきと暮らせる　愛のまち　たかはし』

～ ささえあい・たすけあいのまちづくり ～

基本理念

本会は、「みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし」
～ささえあい・たすけあいのまちづくり～を目指して、地域の皆さんと
ともに地域福祉活動に取り組んでまいります。

基
本
目
標
と
主
な
事
業

福
祉
課
題

❶　少子高齢化・人口減少に伴う人材不足
❷　コミュニティ機能の再構築
❸　福祉課題（相談内容）の複雑・複合化
❹　社会福祉協議会活動への理解促進

行
動
指
針
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赤い羽根まちづくり福祉活動助成事業
　高梁市共同募金委員会では、地域福祉の充実を図るため、住民相互の「たすけあい」地域福祉活動
を積極的に取り組む団体や地域の安全・安心な暮らしを支える住民活動を支援しています。
　平成30年度活動に取り組んだ団体のうち、６団体をご紹介します。

高梁地区社会福祉協議会玉川地区社会福祉協議会

中井地区社会福祉協議会川上地区社会福祉協議会

～地域の安全・安心な暮らしを住民と共につくる活動を応援します～

松原地区社会福祉協議会川面地区社会福祉協議会

自主防犯・自主防災活動
地域の安心安全を見守る活動や住み慣れた地域で安心して暮らせるように住民とともにつくる活動

住民相互のふれあいの拠点づくりに積極的に取り組む活動
定期的に地域の方々の居場所づくり、交流、情報交換等を目的として開催する活動拠点において

声かけ見守り活動などの社会的な孤立の防止を図るためのふれあい活動

地域の安全・安心な暮らしを住民と共につくる活動

緊急時に活用できる救急医療情報キット緊急時に活用できる救急医療情報キット

地域で開催しているコミュニティカフェの様子地域で開催しているコミュニティカフェの様子

児童の安全の見守り活動児童の安全の見守り活動
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緊急時に活用できる救急医療情報キット緊急時に活用できる救急医療情報キット

地域で開催しているコミュニティカフェの様子地域で開催しているコミュニティカフェの様子

児童の安全の見守り活動児童の安全の見守り活動



私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し
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福
祉
の
町
川
上
町
に
生
を
受
け
70
有
余
年
、

最
初
に
福
祉
と
関
わ
っ
た
の
は
今
か
ら
25
〜
26

年
前
、
職
場
勤
め
を
し
な
が
ら
夕
食
の
お
弁
当

を
配
送
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
今
で
も
当

時
の
お
年
寄
り
の
喜
ん
で
お
ら
れ
た
顔
が
目
に

浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。
福
祉
と
は
「
人
の

幸
せ
を
運
ぶ
」
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
し
た
。

現
在
、
町
内
会
の
福
祉
委
員
を
務
め
な
が
ら

地
域
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
始
め
、
代
表
世
話

人
を
し
て
い
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
町
内
会

は
８
戸
（
22
名
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
上
大
竹

地
区
は
10
町
内
会
１
１
０
戸
（
２
４
０
名
）
で

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
90
名
、
全
住
民
の

40
％
弱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
サ
ロ
ン
は
上
大

竹
地
区
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
種
々
情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
上
大
竹
を
ス
タ
ー
ト
し
て

以
来
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
医

師
、
体
育
指
導
員
、
薬
剤
師
の
方
を
お
招
き
し

て
講
座
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
年
末
に
は
門
松

を
造
り
、
３
団
体
（
社
協
、
川
上
地
域
局
、
か

わ
か
み
療
護
園
）
へ
の
贈
呈
や
、
手
打
ち
そ
ば

を
作
り
出
席
で
き
な
い
独
居
高
齢
者
な
ど
へ
友

愛
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
民
生
委
員
を
12
年
間
務
め
さ
せ
て
も
ら

い
そ
の
間
驚
い
た
こ
と
に
認
知
症
を
発
症
さ
れ

た
方
が
20
名
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
両
親
二
人

と
も
認
知
症
を
患
い
大
勢
の
方
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
い
ず
れ
私
も
年
老
い
て
皆
さ
ん
の

宮
﨑
正
弘
さ
ん

お
世
話
に
な
る
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
常
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
生
涯
恩
返
し
を
続

け
、
皆
さ
ん
が
わ
が
両
親
み
た
い
な
病
気
に
な

ら
れ
な
い
よ
う
サ
ロ
ン
へ
集
い
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
喋
っ
て
、
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、
健
康

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
認
知
症
予
防
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
い

き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上大竹学区敬老会　実行委員長として挨拶

いきいきサロ
ンの様子

門松作り

6広報ふれあい福祉　第85号



介護保険課からの耳より情報

脳
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
！

原則１
原則２
原則３

「読み書き」と「計算」を生活の中で使うようにする。

人とのコミュニケーションを心がける。

手指を使って何かをつくる。

「読み書き」と「計算」を生活の中で使うようにする。

人とのコミュニケーションを心がける。

手指を使って何かをつくる。

一日
に一度
は
文
章
を

声
に
出
し
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

そ
ろ
ば
ん
や
電
卓
を
使
わ
ず

計
算
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

文
章
を
書
く
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

外
に
出
か
け
て
、人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

好
奇
心・挑
戦
す
る
心
を
持
ち

続
け
ま
し
ょ
う
。

一日
に一度
は
文
章
を

声
に
出
し
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

そ
ろ
ば
ん
や
電
卓
を
使
わ
ず

計
算
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

文
章
を
書
く
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

外
に
出
か
け
て
、人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

好
奇
心・挑
戦
す
る
心
を
持
ち

続
け
ま
し
ょ
う
。

脳 を 鍛 え る「 　 　 つ の 生 活 原 則 」

脳
を
鍛
え
る

「
　
　 つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

ポイント

ポイントポイントポイント

ポイント
●
新
聞
や
本
な
ど
の
短
い
文
章
を
毎
日
声
を

　出
し
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

　本
を
声
を
出
し
て
読
む
こ
と
も

　お
す
す
め
で
す
。

●
文
章
を
書
く
こ
と
で
脳
が
活
性
化
し
ま
す
。

　「
手
紙
や
は
が
き
は
ち
ょっ
と…

」と

　思
わ
れ
る
方
は
メ
モ
を
取
る
習
慣
を

　つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
常
の
中
で
計
算
す
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　買
い
物
を
し
た
時
の
お
釣
り
の
計
算
、車
の
ナ
ン
バ
ー

　の
た
し
算・ひ
き
算
、家
計
簿
は
筆
算
で
つ
け
る
、電
話

　番
号
を
覚
え
る
練
習
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
家
に
こ
も
っ
て
テ
レ
ビ
に
向
き
合
う
生
活
は

　脳
の
老
化
を
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　外
に
出
て
同
世
代
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

　い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
人
と
接
し
ま
し
ょ
う
。

●「
挑
戦
す
る
心
」が
大
切
で
す
。

　趣
味
や
習
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、友
人・家
族
と
の
旅
行
な
ど

　も
よ
い
こ
と
で
す
。

　簡
単
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
は「
い
つ
も
の
道
順
を
変
え
る
」

　「
新
し
い
料
理
を
作
る
」こ
と
な
ど
も
脳
の
老
化
予
防
に
な
り
ま
す
。
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新所属 氏名 旧任
事務局長 藤本　和義 事務局次長兼総務課長兼出納責任者
川上支所長兼川上デイサービスセンター生活相談員 江草　秀幸 事務局次長兼地域福祉課長

成羽支所長 宮本恵美子 川上支所長兼地域福祉課参事（地域福祉推進担当） 
川上デイサービスセンター生活相談員

地域福祉課長 川上　麻美 地域福祉課課長補佐兼相談支援係長兼主任相談支援員
総務課課長補佐兼総務係長兼経理係長 宮本佐代子 総務課総務係長兼経理係長
地域福祉課課長補佐兼地域福祉係長 横林　史典 地域福祉課地域福祉係長
介護保険課課長補佐
兼訪問介護事業所課長補佐 
兼巨瀬デイサービスセンター課長補佐 
兼生活相談員

住吉　悦子
介護保険課主幹 
兼訪問介護事業所主幹 
兼巨瀬デイサービスセンター主幹 
兼生活相談員

訪問介護事業所管理者 冨彌としこ 訪問介護事業所主任
居宅介護支援事業所かわかみ主幹 髙下真由美 居宅介護支援事業所かわかみ主任
相談支援課相談支援係長 久保　智子 地域福祉課相談支援係主任
相談支援課相談支援係主任 村上小代子 地域福祉課相談支援係主任
居宅介護支援事業所たかはし主任 服部亜希子 居宅介護支援事業所たかはし介護支援専門員
訪問介護事業所主任 三原　梨沙 川上デイサービスセンター介護員
川上デイサービスセンター主任 上田　孝子 川上デイサービスセンター看護師兼介護員
相談支援課主事 川上　由紀 地域福祉課主事

レ ク リ エ ー シ ョ ン 用 具 の 寄 贈

氏名 旧任

野口　悦司 事務局長

堀　かおる 地域福祉課参事

藤原　俊孝 成羽支所長兼地域福祉課参事

池田　文子 介護保険課課長補佐兼訪問介護事業所管理者

新任 氏名

事務局次長兼総務課長兼出納責任者 渡辺　嘉久
相談支援課長兼主任相談支援員 平野　悦子
地域福祉課主事兼相談支援課主事 河原　真恵
介護保険課看護師 
兼訪問入浴事業所たかはし看護師 
兼巨瀬デイサービスセンター看護師

田中美絵子

高梁小学校児童会から、防災の必
需品をカードで遊びながら学ぶこと
のできる、レクリエーション用具の寄
贈がありました。これは、ボランティ
ア活動の一環として取り組んでいるア
ルミ缶回収による収益金で購入され
たものです。
寄贈いただいた用具は、ふれあい
サロンなどの地域福祉活動に活用さ
せていただきます。 寄贈いただいた防災グッズ・カードゲーム 高梁小学校児童会の皆さん

【異動】

【退職】　【新規採用者】

職員の人事異動がありましたのでお知らせします。

人事異動のお知らせ

平成 31 年 4 月 1 日付

平成 31 年 4 月 1 日付 平成 31 年 3 月 31 日付

新任 氏名 高梁市役職
事務局参与 宮本　健二 健康福祉部長兼社会福祉事務所長
事務局参事 大河　巨和 健康福祉部次長兼福祉課長
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平成30年度 賛助会員会費について
市内外の多くの皆さまから賛助会員会費のご協力をいただき
ました。誠にありがとうございました。この会費は、「ふれあい
サロン事業」「敬老事業」などの地域福祉活動を推進していく上
で欠かせない貴重な財源となっております。市社協では皆さま
とともに、住み慣れた地域で安心して暮らせる「ささえあい・た
すけあい」のまちづくりに積極的に取り組んでまいりますので、
本年度も賛助会員会費へのご協力をよろしくお願いいたします。

平成 30 年度 賛助会員会費にご協力いただいた法人会員

（高梁地区）……陶山弘印刷所　　　　株式会社　津々製作所

米寿を迎えられる皆さんの長寿をお祝い
し、記念品を贈呈しています。
▼贈呈の対象者
高梁市に住所を有し在住されている、昭
和6年４月１日から昭和７年３月31日の間
にお生まれの方
▼贈呈品
米寿記念の肖像写真

※市社協から対象者へ希望調査を行います。
写真の入れ物は台紙・額縁から選んでい
ただきます。
撮影日時などは、申込者の方へ川口写真
館またはアサオ写真工房から直接ご連絡し
ます。なお、贈呈は９月を予定しています。

寝具洗濯乾燥消毒事業を７月と11月の
２回実施します。第１回目の申込締切は、
６月７日㈮です。

▼対象者
寝具類の衛生管理が困難で、次のいず

れかの条件に該当する方
❶一人暮らしの高齢者・障害者
❷高齢者・障害者のみの世帯、またはこれ
に準ずる世帯の高齢者・障害者

▼対象品目
掛布団、敷布団、肌布団、毛布（シング

ル）の１セット（単品でも可）

寝具洗濯乾燥消毒事業

毎日の生活の中で、法律や福祉について困っていること、悩んでいることはありま
せんか。
この相談会では、安心して地域で生活できるように、法律や福祉などについてのご
質問・ご相談、虐待や権利侵害に関するご相談などをお受けします。
●日時　７月13日㈯　午後１時〜午後４時　●場所　高梁総合福祉センター

『第 3 回 たかはし　高齢者・障がい者　なんでも相談会』

会員区分 件数（人） 金額（円）
普 通 会 員 6,639 6,943,000
法 人 会 員 272 864,000
ふるさと会員 93 352,500
特 別 会 員 8 40,000
合 計 7,012 8,199,500

平成30年度 賛助会員 協力の状況
（平成31年3月31日現在）

2月16日から3月31日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

米寿祝い品贈呈事業

※高齢者とはおおむね
65歳以上の方、障害
者とは身体障害者、
知的障害者、精神障
害者および難病患者
のこと
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　2018夏のボランティア体験事業は、７月豪雨のた
めやむなく中止となりましたが、今年は元気よく開催
します。
　この事業は、夏休みの期間を利用して市内の福祉
施設や地域のボランティアグループなどへ参加しボラ
ンティア体験を行うものです。福祉やボランティアに
ついて理解を深めることはもちろん、活動を通じてた
くさんの出会いや学びがあります。ぜひみなさんご参
加ください！

夏のボランティア体験事業2019

①事前研修会　　　：７月20日㈯ 午前9時～午後12時
②ボランティア活動　：事前研修会後の夏休み期間
③事後研修会　　　：8月24日㈯ 午前9時～午後12時
※事前・事後研修会の会場は高梁総合福祉センターです。

日程等

対象者
市内に在住、または通学している中学生・高校生・大学生

高梁市生活あんしんサポートセンター
　市社協では経済的問題、健康問題、家庭問題などさまざまな問題を
抱えている方々の相談に応じ、必要な支援などを行うための相談支援
窓口「高梁市生活あんしんサポートセンター」を開設しております。
相談日などは次のとおりです。
　場　　所：高梁総合福祉センター
　　　　　 ☎ 22 9111（直通）  FAX 22 0845
　相談日時：月曜日から金曜日　午前９時から午後５時まで
　休 業 日：土・日・祝日　年末年始

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先
　

地
域
福
祉
課

相
談
支
援
課　
☎
２
２
―
７
２
４
３

有
漢
支
所　
☎
５
７
―
３
２
１
８

成
羽
支
所　
☎
４
２
―
２
０
０
５

川
上
支
所　
☎
４
８
―
９
７
７
０

備
中
支
所　
☎
４
５
―
３
１
３
１

ふ れ あ い 福 祉 講 座
2019年度ふれあい福祉講座を次の日程で開催します。
この講座は、高齢者や障害者の方が地域で安心していきいきと暮らせるよう、地域住民が福祉に
対する理解を深め、『ささえあいが日常的に行われる福祉のまちづくり』の推進を図ることを目的と
しています。
　日　時　７月 26 日㈮　午後１時〜午後４時 30 分
　場　所　高梁総合文化会館
　対　象　福祉委員、民生委員児童委員、地区社会福祉協議会関係者、
	 　ボランティア団体、ふれあいサロン関係者、お助け隊関係者など
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ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 31年３月と４月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。

（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会への 寄ご 附 平成 31年
３月〜４月
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故
・
年
子
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

長
　
地	

若
原
　
洋
文

	
	

（
故
・
壽
様
）

金
一
封	

下
　
原	

池
田
　
三
根

	
	

（
故
・
啓
介
様
）

金
一
封	

下
　
原	

瀬
能
　
孝
敏

	
	

（
故
・
成
美
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

藤
森
　
康
生

	
	

（
故
・
清
治
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

大
見
　
　
豊

	
	

（
故
・
友
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

太
田
　
春
男

	
	

（
故
・
壽
夫
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

上
森
　
康
弘

	
	

（
故
・
次
夫
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

宮
本
　
文
夫

	
	

（
故
・
弘
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

森
本
　
政
明

	
	

（
故
・
甲
子
惠
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

森
中
　
正
秀

	
	

（
故
・
智
津
子
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

竹
本
　
久
恵

	
	

（
故
・
宏
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

平
野
　
好
登

	
	

（
故
・
堀
江
梅
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
隆
志

	
	

（
故
・
ミ
ツ
コ
様
）

金
一
封	

上
谷
町	

高
務
　
純
子

	
	

（
故
・
貴
夫
様
）

金
一
封	

松
　
山	

川
上
　
誠
司

	
	

（
故
・
幸
司
様
）

金
一
封	

南
　
町	

塩
田
　
幸
子

	
	

（
故
・
聖
二
様
）

金
一
封	

松
　
山	

大
岩
　
文
夫

	
	

（
故
・
ス
ミ
コ
様
）

金
一
封	

本
　
町	

三
好
美
智
子

	
	

（
故
・
康
之
様
）

金
一
封	

津
川
町	

滝
口
　
久
晴

	
	

（
故
・
泉
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

横
見
　
敦
子

	
	

（
故
・
重
毅
様
）

金
一
封	
津
川
町	

小
野
　
　
誠

	
	

（
故
・
郁
様
）

金
一
封	

津
川
町	
小
野
　
隆
志

	
	

（
故
・
ミ
ツ
コ
様
）

金
一
封	

津
川
町	

滝
口
　
久
晴

	
	

（
故
・
泉
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

正
宗
町	

紫
倉
　
　
清

	
	

（
故
・
昭
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

横
見
　
敦
子

	
	

（
故
・
重
毅
様
）

金
一
封	

南
　
町	

菅
波
　
久
恵

	
	

（
故
・
豊
次
様
）

金
一
封	

総
社
市	

藤
本
　
克
己

	
	

（
故
・
美
彌
子
様
）

金
一
封	
新
　
町	

池
上
　
敏
夫

	
	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	

原
田
南
町	
大
枝
　
節
子

	
	

（
故
・
信
義
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
　
誠

	
	

（
故
・
郁
様
）

金
一
封	

落
合
町	

古
舞
　
好
宏

	
	

（
故
・
信
之
様
）

金
一
封	

落
合
町	

小
林
　
啓
一

	
	

（
故
・
か
ず
え
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

赤
木
　
玲
子

	
	

（
故
・
幸
一
様
）

金
一
封	

中
井
町	

竹
本
　
久
恵

	
	

（
故
・
宏
様
）



集

記

編

後
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５
月
に
入
り
、
各
地
で
田
植
え
が
進
み
、
初
夏
の
新
緑

の
か
お
り
や
音
が
溢
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
水
た
め

を
し
た
田
ん
ぼ
に
山
や
草
木
が
映
り
こ
み
、
植
え
た
ば
か

り
の
苗
が
風
に
ゆ
れ
る
景
色
は
、
日
常
の
張
り
つ
め
た
気

持
ち
を
〝
ふ
っ
〟
と
緩
め
て
く
れ
ま
す
。
心
地
の
良
い
こ

の
季
節
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
号
の
広
報
紙
で
は
、
本
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
社
協
で
は
「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
」
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
相
互
支
援
の
地
域
社
会

実
現
に
向
け
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
賛
助
会

員
会
費
・
寄
附
金
は
サ
ロ
ン
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
活
動
事
業
、
敬
老
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

事
業
を
通
し
て
お
互
い
様
の
気
持
ち
が
広
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

次
第
に
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
す
こ
や
か
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
）

金
一
封	

下
谷
町	

岡
山
県
元
職
員
共
済
協
会
高
梁
支
部

（
地
域
福
祉
推
進
に
対
す
る
寄
附
と
し
て
）

金
一
封	

高
梁
市
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る
寄
附
と
し
て
）

金
一
封	

宇
治
町	

　
野
口
　
悦
司

（
退
職
に
あ
た
り
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

寄
松
　
桂
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	
野
口
　
悦
司

（
退
職
に
あ
た
り
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

堀
　
か
お
る

（
退
職
に
あ
た
り
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有
　
漢	

細
川
　
廣
己	

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

嶋
田
　
正
幸	

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

児
玉
　
昌
子	

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

黒
川
　
博
義

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

領
　
家	

池
田
　
文
子

（
退
職
に
あ
た
り
）

金
一
封	

下
大
竹	

掘
江
　
　
明

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布
　
賀	

山
下
　
　
忠

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
布
　
賀	

松
岡
　
三
郎	

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

岡
山
市	

後
　
　
利
光

	
	

（
故
・
和
子
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

西
油
野	

藤
井
　
文
夫

	
	

（
故
・
榮
様
）

金
一
封	

長
　
屋	

川
西
　
国
子

	
	

（
故
・
芳
賀
弘
江
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

江
草
　
純
治

	
	

（
故
・
恵
美
子
様
）

金
一
封	

布
　
瀬	

髙
見
　
八
重

	
	

（
故
・
良
一
様
）

金
一
封	

津
川
町	

笹
川
　
亀
義

	
	

（
故
・
清
一
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

	

第
418
回
、
第
419
回
目
）


